令和７年度第３回登別市市民自治推進委員会議事録
（敬称略）

◆開催日時：令和８年２月４日（水）午後６時００分から午後７時４５分まで
◆開催場所：登別市総合福祉センター　しんた２１　２階
◆出席委員
仲川委員長、遠藤副委員長、
田渕委員、雨洗委員、佐藤委員、望月委員、
二宮委員、上野委員、
齋藤委員、近井委員、山田（則）委員
冨永委員、工藤委員、
磯田委員、平石委員、大坂委員、毛利委員、合田委員、
寺山委員、川人委員
◆協働推進庁内委員
安部委員、北出委員、田上委員、西川原委員、大越委員、大内委員（兼事務局）
◆説明員
森元総務部長、土門参与（兼協働推進庁内委員）、
薮中総括主幹（兼協働推進庁内委員）、宮林主幹
◆事　務　局
渡部市民生活部長、大内市民協働グループ総括主幹、坂上主査、新関主任、
菅原担当員、勝田担当員
◆議　　題
津波警報等発表時の避難行動について
　　　　　　　　
【総務部説明：津波警報等発表時の避難行動について】
■総務グループより、配布資料に基づき説明。

（委員）
川のそばのところの避難の確認はどうなっているか。

（総務グループ）
　川は３メートルの津波でも遡上するが、今のところ乗り越える想定はしていない。

（委員）
　この件は北海道に確認しているということだと思うが、今、川の近くの木を切っているのは、津波対策のためにやっているのか。

（総務グループ）
　以前から道のほうに要望しているが、大雨の対策のためにお願いしている。

（委員）
　つまり３メートルを超えない場合は、緑町は安心していていいのか。

（総務グループ）
　いまのところそうだが、心配な方は警報時に避難しても問題はないので、自分自身で行動することになる。

（委員）
　今野議員が以前説明会を開いてくれたが、車避難について行政に話をすると言っていた。対策はどうなっているか。

（総務グループ）
　今は専門家の意見、市民の声を聴いている段階であり、今日もこの後車避難についてお話しし、みなさんに意見を聞こうと思っているため、対策についてはもう少しお時間をいただきたい。

（委員）
　公式SNSで災害情報の連絡は来るが、情報は機械的なものなのか。

（総務グループ）
第一報は機械的なものであり、津波警報であれば、自動的に連動し、避難指示を流すことになっている。
カムチャツカ半島のときには避難対象地域の方は避難してください、という指示だったがわかりにくいというご意見があったので、今回は具体的な対象地域まで流れるようにした。
なお、第二報以降は手動である。

（委員）
今度は○○町の方は避難してください、という情報が流れるのか。


（総務グループ）
　そのとおりである。

■総務グループから、スライドを用い車避難について説明
■説明後、総務グループから、「車避難について、どのように考えるか」についてグループ討議と発表をお願い

（総務グループ）
　それでは、グループワークにて討議いただきたい。
　まず発表者を決めてから、付箋に自由に意見を書いていただき模造紙に貼ったものを、グルーピングをしていただきたい。
　発表に当たっては、模造紙を掲示せずに、発表者の資料として使っていただければと思う。

■グループ討議後

（委員）
グループ討議をしたが、昼なのか夜なのかで違うし、また道路の事情や環境によると思う。夜については、この時間内では決められなかったが、分けなければいけないという話になった。
震度や津波の大きさでルール化するという考えが出た。また、要避難者など、助けが必要な人を日ごろから地域の方々で決めていただき避難させることを決める必要があると思う。

（委員）
５人で討議したが、賛成の方が多かった。
非常時のルールを決めて訓練をしてはどうか。また、高台で駐車できる場所や、トイレなど、情報を行政から提示していただけないか。
高速道路に避難できるように、今後ネクスコと協議していただきたい。
夏の暑さや冬の寒さでやむを得ず車避難するのはしかたがないのではないか。
また、車が資産ということでしかたがないのではないか。
鉱山に避難したくても、渋滞になってしまうのでルール作りが必要である。
反対に、車で避難してはいけないという意見もあったが、これは健常者は車で避難すべきでないというものである。
海側の人たちは津波に敏感なので、海側の高齢者が優先的に車避難できるようにしてはどうか。
今後、個別避難計画を作成していくと思うが、行政が車避難についてルールを決めてほしい。
そのほか、知識不足がもとで「早く非難しなければ」という気持ちになり車避難になってしまうのではないかという意見もあり、避難持ち出し品を用意して、徒歩で避難すべきという意見になった。

（委員）
　車避難は必要という意見になったが、全ての人が車避難することはできないので、高齢者や子供、妊婦を優先して車避難させるという意見になり、３つの点にまとめた。
・名簿をデータベース化しておく
・避難できる場所をきちんと確保しておく
・デイケアや市バス、カーシェアなどで車のない方々を避難させたらどうか
いずれにしてもどのような季節・気候であっても避難できるようにする必要がある。

（委員）
天候など条件がそろっていないと、徒歩は難しいと思う。
消防庁舎が新しくなったが、カムチャツカ半島の際にはその駐車場が避難場所ではないが１００台くらい集まったので、車を避難に使わないというのはなかなか難しいと思う。何かしらのルールが必要である。
また、市から説明のあった避難メールについて、避難所情報だけでなく、細やかな情報があれば参考になると思う。
事前にどういう方を対象にするのか、例えば車に優先のマークを付けるなどすれば実際に避難する際に有効だと思うので、今後新しいルールを考えていただきたい。

（委員）
自助と公助に分けて考えた。自助については冒頭で説明のあったチラシにあることを徹底することで、公助はその周知を徹底することである。
これからは原則車でも避難できるルールに変えないといけないのかなと思った。せっかく自治推進委員会なので、市民としてできることと、行政にしてもらいたいことをすり合わせていきたい。

（総務グループ）
[bookmark: _GoBack]今後車避難について検討する際の参考にさせていただく。
（委員長）
　津波警報の時は線路より海側の人は、線路より山側に行けばいいのであって、山に行かなくてもいいのか。

（総務グループ）
　そうだが、不安であれば避難してほしい。

（委員長）
　サイレンの音を変えて、その音によって海側の人が避難するなど分かるようにはできないか。

（総務グループ）
　決まっているものなので、音を変えるのは難しい。

（委員長）
　議題についてはここまでだが、事務局から何かあるか。

（事務局）
　市民自治推進委員会の任期が４/２４までとなっている。今後団体あてに次期委員推薦依頼を送る予定なので協力をお願いする。また、一般公募は市公式ウェブサイトや、広報などで周知する予定である。

（委員長）
　若い人がもっと自治推進委員会に入っていただきたいので、積極的に声をかけていただきたい。
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